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国際リハビリテーション看護研究会 

会員の皆様 

  

国際リハビリテーション看護研究会閉会と特別事業のお知らせ 

 

初冬の候、会員の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 平素は本研究会の活動に格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、本研究会は 1999 年から始まり、17 年間に渡り活動を続けて参りましたが、

リハビリテーション看護の専門性を探求し、啓発するという当初の目的をほぼ達成で

きたこと、またリハビリテーション看護の研修機会が社会に増えていることを踏まえ、

その活動を終了することといたしました。本研究会の閉会については役員会で決定し、

本年 5月１６日の第 17回総会に報告してご承認をいただきました。 

改めて、国際リハビリテーション看護研究会は、２０１７年５月２０日（土）の総会

をもちまして、その活動を終了させていただくことをご報告いたします。 

 長い間、研修会や会誌をとおして、リハビリテーション看護への熱い思いを共有で

きましたことを心より感謝いたします。研究会は閉じますが、理事・委員一同、リハ

ビリテーション医療・看護のさまざまな組織や機会をとおして、皆様との絆を深める

とともに、リハビリテーション看護の研鑽を継続してゆきたいと考えています。 

 つきましては、閉会に向けて、これまでの活動を総括する会誌の発行と記念講演会

を、別紙のとおり計画しております。皆様には、最後の研究会活動にぜひともご参加

いただきたく、ご協力をお願い申しあげます。 

 末筆ではございますが、会員の皆様がリハビリテーション看護の発展にますますご

活躍されることを祈念しております。 

敬具 

 

国際リハビリテーション看護研究会 

            理 事 長  石 鍋 圭 子 

 

 

  



研究会の特別事業へのご協力お願い 

 

１） 研究会誌の最終特別号としてこれまでの活動の総括的を計画しています。そ

の中で、“会員よりひとこと”にぜひご寄稿ください 

春・夏恒例の研修会にご参加いただいた方はもちろん、会誌をとおして研究

会活動を知ったことが、あなた様の看護活動に何かヒントをもたらした、同

じ看護職としてのネットワークができた、あるいは単に感想等、なんでも結

構です。 

 寄稿方法：事務局までメール添付でご投稿ください 

メールアドレス: srnr2011@rehab-nurse.sakura.ne.jp         

 字  数：300字程度 ＊フォント・余白などは自由です         

 締 切 日：2017年 1月 10日（火） 

 発 行 日： 2017年 5月予定 

 

２） 記念講演会にご参加ください 

 日 時：２０１７年５月２０日（土）１３時〜１７時予定 

 テーマ：「研究会活動 17年のあゆみと今後のリハビリテーション   

         看護界への期待」 演者は研究会理事ら 

 会 場：TKP品川カンファレンスセンター カンファレンスルーム 4I 

 参加費：３,０００円程度（予定） 

    ＊講演後、軽食付きで歓談の場を設けます 

 申込み方法：２０１７年３月頃に、ホームページ上でご案内いたします 


